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農業を原動力にして「まち」を元気に！！
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愛媛県宇和島市三間（みま）町は閑静な田園地
帯で「みま米」が有名です。同町に所在する県立
北宇和高校三間分校は、本年度入学から学科を区
分しない「くくり募集」を実施し、１年生全員が
農業を学んでいます。
同校が２０２３年に立ち上げた「地域情報ビジ

ネス部」では農業を原動力にして地域の人達と
「まち」を元気にするという三つのプロジェクト
（みまプロジェクト）が進行しています。
プロジェクトの一つは「みま米」を使ったライ

スバーガーを開発・商品化し、各地で販売するこ
とで同町や同校をＰＲしています。バーガーのバ
ンズは「みま米」を使用し、鶏肉、アスパラガス
等と特製ソースを挟んで焼き上げます。

同部の社員（部員）は現在１３名。周囲から
「社長」と呼ばれる猿谷めぐみ代表は「地域の人
達とのライスバーガー開発は楽しい。バーガーを
食べてもらい三間町をもっと知って欲しい。卒業
しても地域の良さをＰＲしていきたい。」と語っ
ておられました。
同校は、残る二つのプロジェクト「地域の歴史

遺産を調査研究し、観光スポット開発やサイクリ
ングマップの作成、レストスペースの発掘を目指
すこと」、「担い手不足等の地域課題解消のため、
インターンシップやボランティア活動を行うこ
と」の実現を目指して一生懸命頑張っています。

愛媛県立北宇和高校三間分校

「道の駅みま」における販売イベント（三間分校提供）

味の決め手のソースは生徒のお手製。使用する
「麦みそ」も部員達のお手製、さらに食塩も部員
の実家の日振島の海水を使用するこだわりで地元
の魅力がギッシリ詰まっています。商品化に際し
ても、地域の事業者の方々と何度も改良を繰り返
し完成させました。
町内外のイベントで同町や同校のＰＲを行いな

がら販売し、購入した消費者からは「パリパリと
した食感。麦みそソースが美味しい。高校生の素
晴らしい取組ですね。」と高評価。

地域情報ビジネス部のメンバー



農林水産省は、ジビエの全国的な需要拡大と鳥獣利
活用の推進とともに消費者への普及啓発を図るため、
本日から10月2日（月曜日）まで「第8回ジビエ料理コ
ンテスト」の応募者（レシピ）を募集します。
本コンテストは、鳥獣利活用推進支援事業において、

「一般社団法人日本ジビエ振興協会」が取り組むもの
で、選定・表彰された料理レシピを広く紹介・提供す
ることで、消費者等への普及啓発を図り、ジビエの全
国的な需要拡大と鳥獣利活用の推進を図るものです。
今年度は、「お店で食べたいジビエ料理部門」と、
「お家で食べたいジビエ料理部門」の2部門に分けて、
幅広くレシピを募集します。
 
詳しくは、こちらをご覧ください。

（一般社団法人 日本ジビエ振興協会ホームページ）
https://www.gibier.or.jp/contest2023/

「第8回ジビエ料理コンテスト」の応募者の募集について

インフォメーション

◎ 「News Letter」は、原則奇数月に発行しています。
編集：中国四国農政局 愛媛県拠点
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◆ニュースレターに関するアンケートにご協力ください。 https://www.contactus.maff.go.jp/j/chushi/form/nl180401.html

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」第10回選定募集

農林水産省は「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」として、農山漁村の有するポテンシャル
を引き出すことにより地域の活性化や所得向上に取り組んでいる優良な事例を選定し、全国への
発信を通じて地域へ横展開を図っています。
農山漁村の地域資源を活用した地域の活性化や所得向上に向けた取組を募集しています。
ご応募頂いた中から特に優れた取組については選定証の授与や、特設Webサイトへの掲載、交流

会の開催などを通じて、全国に広く発信していきます。
キラリと光り輝く可能性の宝庫である、あなたと、あなたのふるさとの底力を見せてくださ

い！

詳しくは、こちらをご覧ください。
（ディスカバー農山漁村（むら）の宝ホームページ）

https://www.discovermuranotakara.com/sentei/

募集期間：2023年6月
16日(金)から2023年8

月27日(日)まで


